
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで、きれいな
海を守りましょう 

環境ボランティアサークル亀の子隊  

連絡先０９０ ９１２３ ７９８３  

『この活動は一般財団法人セブン‐イレブン

記念財団の助成を受けています。』  



 
環境ボランティアサークル 亀の子隊 通信       ＮＯ．２１８   ２０１９年０８月２３日号 

                                           発行責任  亀の子隊事務局 

２０１９年０８月１８日 

参加者 ５２人 

ゴミの総重量 

２００Kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ８月の活動、今年も 

暑い日でした。２０１ 

０年から毎年参加して 

くれている田原市保護 

司会のみなさん１０名 

に加えて、パチンコオ 

ータ、小島組、ドリームの会、市役所から数名ずつ、そして、ＮＴ 

Ｎという三重県桑名市に本社がある実業団駅伝のチームが参加し 

てくれました。ネットで亀の子隊を知ったということで参加して 

くれた市内の若者も３人いました。 

 ＮＴＮは、渥美半島で行われる中部実業団駅伝に参加しているチ 

ームで、今回は連盟からの誘いで参加ということになりました。 

 浜は、お盆に着た台風１０号の南風に飛ばされたのかゴミはあ 

まりなく、左右にある浸食防止のために積まれた岩にひっかって 

いたり、岩と岩の間に挟まっていたりするロープなどのゴミを取 

り除きました。木に絡んだまま岩に挟まれているようなロープは 

取り除けないものもありました。 

 中には、完全に堤防から投げられただろうというものがありま 

した。ひとつは畳。もう一つはゴミ袋に入っていた毛布。情けな 

いですね。 

            暑い中、参加者は丁寧に活動をし、想定以上のゴミを集めてく 

れました。保護司会のみなさんも暑さに負けそうになりながらも 

頑張ってくれました。ＮＴＮの選手たちは、さすがに若い力で、 

どんどんごみを集めてくれました。 

 ゴミのほとんどが海からの漂着物です。伊勢湾流域にある桑名 

市からもゴミは来ているのです。 

            ＮＴＮの選手のみなさんにお願いしたのは、「ここでゴミを拾 

           っているだけでは西の浜のゴミはなくならない。海とつながって 

           いる川、街、山でゴミを捨てないように、この西の浜の現状を伝 

           えてほしい」ということです。伊勢湾流域圏の多くの人に、西の 

浜の現状が伝わるといいなぁと思います。 


